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鳥インフルに対する不安感が社会の中で希薄になってきているため、抗インフルエン

ザ薬のタミフルの売り上げが停滞している。 
 そのため、製造会社では企業経営者達に新しい提案し始めた。年間契約することで、

新型インフルエンザが発生した際に、全ての従業員の感染予防用に十分なタミフルを提

供するというものである。 
 
 計画は２６日発表されたが、連邦政府がパンデミックに備えて各企業も抗インフルエ

ンザ薬を備蓄するように勧めだしたのに歩調を合わせる結果となった。 
 これらの個人的備蓄は、連邦政府の備蓄量が特定の集団用であるのに対し、その追加

用として勧められる（連符政府が対象とする集団以外の一般の人々用）。 
 しかし備蓄への投資は、決して起きないかもしれない脅威に対するものであること、

薬には服用有効期限があることから、一定年限毎に入れ替える必要があることから、な

かなか一般的となっていない。タミフル製造会社のロッシュ社は、新計画ではこれらの

不安材料は撤去されると説明している。 
 米国政府はロッシュ社の計画に異例なほどに賛同の意を表し、その宣伝に協力し始め

た。 
 「我々はロッシュ社の計画を評価する（拍手喝采する）」、と保健福祉省の副長官で、

米国のパンデミック対策責任者でもある、テビ・トロイ氏が語っている。 
 「パンデミック対策は政府レベルに限られた問題ではなく、社会全体で取り組むべき

問題なのだ」。 
 パンデミックは、人類がこれまで遭遇したことのないウイルスが変異して容易に人人

感染を生じるようになったとき生じる。そのウイルスの第一候補として、現在アジアで

蔓延している H5N1 鳥インフルウイルスがあげられている。 
 新型ウイルスに対するワクチンが開発されるまで数ヶ月は要する。そのため米国政府

は、５千万人分の抗インフルエンザ薬、主としてタミフルを備蓄しているが、さらに３

１００万人分の追加が急務とされている。 
 抗インフルエンザ薬は、ワクチンが届くまで予防用として用いることも可能とされて

いる。これまで連邦政府は、季節性インフルエンザ等でも使用されている世界中のタミ

フル製造量が不足する恐れから、企業にタミフルの備蓄は勧めてこなかった。 
 しかしロッシュ社は世界における製造量を１５倍に増量した。そのため今月初めに提

案された政府のガイドラインでは、企業における抗インフルエンザ薬の備蓄は可能であ

ると説明すると共に、従業員の感染予防用としても、企業が事業の継続のためにも、薬
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剤の備蓄を勧めている。 
 「保健医療、安全管理、緊急事態、等に関与する企業はパンデミックに際して機能（事

業）を維持出来るように対策を講じる義務がある」、とガイドラインでは説明している。 
 ロッシュ社はすでに米国内の３００社以上にタミフルを販売していると、同社のアー

バークロンビー米国支社長は語っている。 
  
 新規計画では１人分１０カプセルを年間６ドルで備蓄契約する。そしてパンデミック

が発生し、配布を要求された際には、ロッシュ社で４８時間以内に提供する。 
 供給されたときには、企業は現在１人分７４ドルで販売されている額に相当する残金

を支払う。実際にパンデミックが発生したときには価格が急騰すると言われているが、

ロッシュ社ではそのようなことはないと否定している。 
 なぜ１人、１０カプセルなのか？それは治療量であるが、感染可能期間に予防のため

に服用する場合は、１日１カプセルとされる。 
 各企業がどの程度の量のタミフルの備蓄予約をするかは、各企業が何人の従業員の治

療、または予防用に用いるか、さらには従業員の家族も含めるかによる。ロッシュ社の

計画では１人分１０カプセルがパックになった２５００個が最低量となっている（通常

の治療用では２５００人分、予防用では５０００人分）。しかし米国支社長のアーバー

クロンビー氏は、さらに小さな企業に対しても応じたいと語っている。 
 「この計画は多くの企業にとって、パンデミック防衛のために大きな役割を果たすは

ずだ」、と米国商工会議所のアン・ビューチェスン（ Ann Beauchesne）氏が語ってい

る。商工会議所は現在連邦政府と各企業と一緒になってパンデミック対策にあたってい

る。 
 １月、ロッシュ社は各国政府の鳥インフルに対する警戒感が薄れ、各国の備蓄用受注

量が減少したため、タミフルの販売量が１９％減少し、１９億２千ドルとなっているこ

とを発表した。アーバークロンビー氏は２６日、供給量が過剰となっているため、生産

量を減らしていると発表した。４億人分（年間：訳者）生産可能であるが、世界の政府

から発注された総量は２億２５００万人分となっている。 


